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はじめに

〇 ３つの領域

①気候・気象： 熱・水の時空間分布 ⇒ 気候システム、予測
②大気質： エアロゾル・成分の時空間分布 ⇒ 化学素過程、気候影響
③放射(遠隔)： 放射量・放射体(雲,①,②・・）の時空間分布 ⇒ 気候・・

〇 データ・取得方法 ※赤字はデータ発信者になるもの

①直接観測： モニタリング系 定点+長期のしらせ AWS,シーロメータ, ・・
キャンペーン系 ゾンデ,エアロゾル,UAV搭載, ・・

②衛星受信： 直接受信(昭和基地), 他(JAXA・・)
③他： 気候再解析(ERA5・・), 数値モデル・・

〇 データ公開・出版 に関する情報

〇 作業の進捗状況・予定 に関する情報

〇 まとめ



IPCC Special Issue 2019; 
The IMBIE team 2018
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Dome Fuji

Motoyama 2017
Snow stakes observation by JARE

Automatic Weather Station (AWS)

https://gracefo.jpl.nasa.gov/resource
s/34/antarctic-ice-loss-2002-2016/

－ 近年、Dronning Maud Land (DML)のSMBは増えてきた －



氷床上の堆積量の年々変化＝ステップ状の上昇、夏の沈降

2016         2017         2018        2019      2020

△：Traditional AWS
●：Advanced AWS

H128, Jan 2021
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0.105 m

0.146 m

●ステップ状に積雪深が増加

●暖候期にゆっくりとした雪面沈降

2019.01.01～2020.01.01: 0.314 m
2019.11.13～2020.03.04: 0.102 m

平沢尚彦 他, 2021,雪氷, 極地雪氷
特集号、83、 67-77．



AWSデータの公開の計画

〇 気象庁・WMOに即時に伝送

・3時間毎，気圧・気温・湿度・風向・風速
・各国の毎日の天気予報の初期値
・全球気候再解析に利用

〇 Univ. of Wisconsinにおける公開

・合意:2020年12月実施のWS ・・ 実施に当たってMOU？
・UW方式の補正を移植（@名古屋大）・・ 手作業ある
進捗・予定：2022年度・・

〇 AADSにおける公開

・相談中
・Japanese original correction，
UWとの共有を志向
進捗・予定：2022年度・・



南極氷床上のS17拠点（KKT中田さん撮影）

UAVによる観測データ



● フライトデータ
● 測器
OPC（エアロゾルカウンター）
CPC（凝結核カウンター）
気象ゾンデ
気象センサー
電顕用サンプラー（間欠）
カメラ、ビデオ

観測の項目

700m

1200m

CPC
0.02mm以上の
粒子数計測

OPC
0.3～10mmの
粒径分布計測

エアロゾルサンプラー
0.2mm以上の粒子採取



時刻合わせと全データの統合

〇 公開の仕方を検討中



フライト結果 ・・・無人飛行機の視野外の集中観測として世界的にも希少
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公開・PDJ投稿目前

〇 Be-7濃度： しらせ、昭和、S17

成層圏大気の混入の指標

〇 Ceilometer ＋ LnLt・複数種の時間編集： しらせ

雲底、薄い雲の鉛直プロファイル

〇 Radiosonde： しらせ、昭和、S17～ドームふじ

〇 All-sky-camera images ＋ Cloud fraction：昭和

00:10 19:10

雲無し：青
薄い雲：緑
厚い雲：ピンク

雲無し：青
薄い雲：緑
厚い雲：ピンク



まとめ と その他の主なデータ

〇 まとめ ＝ 今日紹介したデータ
南極氷床上のAWS： 他機関との国際的共有
UAVキャンペーン観測データ： 時空間における特殊性
公開目前の4項目： Be7，Ceilometer＋，Radiosonde，ASC+Cloud

〇 主なデータ 数値/画像：①・・データのタイトル：公開のプラットフォーム 現況

１．昭和基地モニタリング

・数値：エアロゾル粒子数(①OPC大、②OPC小、③CPC)，④吸光性濃度，
➄MPL解析，⑥ASC雲量：polaris:/data/~準備・一部済
・画像：➄MPL-QL，⑥全天カメラ-raw：ADS済
・数値：⑦スカイラジオメーター：千葉大学（北極済、南極準備）

２．「しらせ」長期観測

・数値：エアロゾル粒子数(①OPC大、②OPC小、③CPC)，④吸光性濃度，
➄シーロメーター，⑥オリオールメーター，⑦光散乱・消散係数系，⑧偏光
OPC，他：polaris:/data/~準備

３．個別プロジェクト

・数値：①Be7，②高層気象ゾンデ(多地点)，③昭和基地レーダー，他：
polaris:/data/~準備


